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2022 年度 第 1 回 6 月 

東大本番レベル模試 

日本史・採点基準 

◆論述問題・共通の基準◆ 
１．採点基準においては加点要素を，３点のものはアミカケ☐☐で，２点のものは二重線□□で，１点のものは下線□□で，

それぞれ示している。採点に際しては常に前後の文脈に留意する（◎で示した事項，< >内に示した事項に内容が反してい

ないかを確認する）。例外的対応などについては※で示してある。    

２．加点対象となっている歴史用語等（太字で表示）について，誤字を含む表記，漢字で記すべき語句のひらがな・カタカナ

表記，漢数字を含む語句への算用数字をもちいた表記は，原則として当該加点要素の配点から漢字 1 文字分につき１点減

点とする。同一語句・文字がくりかえし不適正な形で表記されている場合は，それぞれを減点の対象とするのではなく，ま

とめて１点減点とする。脱字，当て字のある歴史用語等の表記は，非加点とする。 

３．制限字数を超過した答案については，模試という性質を考慮して対処する。 

４．加点要素の合計が配点を超えているが，各問とも配点を満点としてこれを超える得点は与えない。 
配点を上回る加点要素の設定は，東大本試・日本史で求められる，文章等で提示された具体的事象の抽象化や抽象的表現

の具体化に応じた答案を，より適正に評価することを意図した措置である。 
 
◆論述問題・採点基準上の記号◆ 
１．◎   …前提条件       （例）「◎アメリカ」 

                               「a 第一次世界大戦に参戦した」 

                               →答案例「イギリスは第一次世界大戦に参戦した」 

                                       ◎の内容と整合性がないため非加点 

※◎の内容は答案上に必ずしも明示されていなくても良い 

２.<    >…前提条件       （例）「a <首相の>浜口雄幸」 

                               →答案例「浜口雄幸蔵相」 

                                       <    >の内容と整合性がないため非加点 

※<    >の内容は答案上に必ずしも明示されていなくても良い 

３．〔    〕…別表現       （例）「a 益田〔天草四郎〕時貞」→「益田時貞」と「天草四郎時貞」 

４．（    ）…省略可能箇所 （例）「a 遙任(国司）」          →「遙任」と「遙任国司」 
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第１問 貴族層の関心事と日記 

◆加点要素の合計点３０点→１５点満点◆ 

 

Ａ 

◆加点要素の合計点１２点→６点満点◆ 

◎上級貴族をとりまく状況 

a 地方政治が受領に任された ………３点以内 

b 遣唐使の派遣が中止された ………３点以内 

c 新たな国々との国交が開かれなかった ………２点以内 

◎上級貴族 

d 地方に関心を向ける必要がなくなった ………２点以内 

e 外交に関心を向ける必要がなくなった ………２点以内 

 

Ｂ 

◆加点要素の合計点１８点→９点満点◆ 

◎男性の日記 

a 漢文日記 ………２点以内 

b 記録としての性格をもった ………２点以内 

c 公的情報を示した文書としての性格をもった ………２点以内 

d 国史編纂事業が途絶えたことで見出された性格をもった ………２点以内 

◎女性の日記 

e かな日記 ………２点以内 

f 文学としての性格をもった ………２点以内 

g 私的感情を表現した文書としての性格をもった ………２点以内 

◎紀貫之の著作 

h 『土佐日記』 ………２点以内 

i 最初のかな日記だった ………２点以内 
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第２問 中世の貨幣 

◆加点要素の合計点３０点→１５点満点◆ 

 

Ａ 

◆加点要素の合計点１８点→９点満点◆ 

◎国外 

a 金で紙幣が使用された ………３点以内 

b 元で紙幣が使用された ………３点以内 

c 金や元で銭貨の需要が減退した ………３点以内 

◎国内 

d 中国銭が大量に流入した ………２点以内 

e 定期市が開かれた ………２点以内 

f 代銭納が広まった ………２点以内 

g 銭貨が金属として利用された ………２点以内 

h 銭貨の需要が増大した ………１点以内 

 
Ｂ 

◆加点要素の合計点１２点→６点満点◆ 

◎大内氏の領国に生じた事態 

a 領国内における銭貨の不足 ………２点以内 

b 応仁の乱の際に生じた ………２点以内 

c 細川氏のとった措置によるものだった ………２点以内 

d 堺から琉球への銭貨の輸出が規制されたことによるものだった ………３点以内 

◎大内氏が発した法令 

e 撰銭令 ………３点以内 
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第３問 幕末期の日米交渉 

◆加点要素の合計点３０点→１５点満点◆ 

 
Ａ 

◆加点要素の合計点１４点→７点満点◆ 

◎アメリカ側全権 

a ペリー ………３点以内 

◎アメリカ側全権の日本への姿勢 

b モリソン号事件にみられた対応をとっているとみなした ………３点以内 

c 異国船打払令にもとづく対応を非難した ………３点以内 

◎幕府による政策の変更 

d 天保の薪水給与令を出していた ………３点以内 

◎アメリカ側全権の主張の矛盾 

e 人命の重視を掲げながら戦争を起こすことを示唆していた ………２点以内 

 

Ｂ 

◆加点要素の合計点１６点→８点満点◆ 

◎大坂開港に対する懸念 

a 大坂の防備が不十分であること ………２点以内 

b <開港場が>京都に近いこと ………２点以内 

c 朝廷が外圧に脅かされる事態を招くこと ………３点以内 

d 尊王攘夷論者の過激化を招くこと ………３点以内 

e 大坂の集散地の機能が高まること ………２点以内 

f 大坂への富の集中が進むこと ………２点以内 

g 江戸の経済が衰退すること ………２点以内 
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第４問 近代の政治運動 

◆加点要素の合計点３０点→１５点満点◆ 

 

Ａ  

◆加点要素の合計点１６点→８点満点◆ 

◎「政治運動」 

a 自由民権運動 ………２点以内 

b 天賦人権論にもとづくものだった ………２点以内 

c 継続性を持っていた ………２点以内 

d 組織性を持っていた ………２点以内 

e 大日本帝国憲法の発布に影響を与えた ………２点以内 

f 帝国議会の開設に影響を与えた ………２点以内 

g 国民の権利を最も重視していたものではなかった ………２点以内 

h 天皇を中心とする立憲政体を(最も)重視していたものだった ………２点以内 

 

Ｂ 

◆加点要素の合計点１４点→７点満点◆ 

◎政治運動（前者） 

a 第一次護憲運動 ………２点以内 

b 民衆が主体だった ………１点以内 

◎政治運動（後者） 

c 第二次護憲運動 ………２点以内 

d 政党が主体だった ………１点以内 

◎清浦内閣と護憲三派とのあいだの争点 

e 民衆運動の急進化を防ぐ方策 ………２点以内 

f 超然内閣で臨むべきか ………２点以内 

g 政党内閣で臨むべきか ………２点以内 

h 普通選挙制を導入すべきか ………２点以内 


